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9-2-3 労働関連・取引関連法規

p.600~
発表者：野口耕二朗
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労働基準法

● 労働者を保護するため，就業規則や労働時間などを規
定している

● 1 日の労働時間上限は 8 時間， 1 週間の上限は 40 時
間と定められている

● 労働者と使用者の間で労働協定を結び，行政長官に届
け出ることにより時間外労働が認められることを 36 協
定という
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労働者派遣法

● 労働者，派遣元，派遣先で以下の図のような関係を結
ぶ
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その他の労働関連の法規

● 男女雇用機会均等法

– 性別による，配置，昇進，降格，教育訓練などへの差別的扱い
を禁止

● 公益通報者保護法

– 内部告発者の保護のために解雇や減給などの不等な扱いを
無効にする

● 労働安全衛生法

– 労働災害を防止し，労働者の安全と健康の確保や快適な職
場環境の形成を促進する
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下請法

● 下請取引の公正化や , 下請事業者の利益を保護するた
めの法律

● プログラムなどの情報成果物に対しては , 情報成果物
作成委託が行われる
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民法

● 所有権絶対の原則 , 契約自由の原則 , 過失責任の原
則という三つの原則がある

● 典型契約の代表的なものに , 請負契約と委任契約があ
る

– 請負契約
● ある仕事を完成することを約束する契約

– 委任契約
● 法律行為を行うことを委託する契約．法律行為以外の委

託は準委任契約
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インターネットを利用した取引

● 特定商取引法

– 訪問販売や通信販売などを規制する法律

● 電子消費者契約法

– 電子商取引などによる消費者の操作ミスを救済する
ための法律

● 著作者が自分で著作物の再利用を許可するためにライ
センスを策定するクリエイティブ・コモンズというプロジェ
クトがある
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ソフトウェア使用許諾契約 ( ライセンス契約 )

● ソフトウェアの知的財産権の所有者が第三者にソフトウ
ェアの利用許諾を与える際に取り決める契約

● 許諾する条件により , ボリュームライセンス契約 , サイト

ライセンス契約 , シュリンクラップ契約 ,OSS ライセンス

など , 様々な形態がある
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9-2-4 その他の法律・ガイドライン・
頻出度技術者倫理

p.602~
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製造物責任法 (PL 法 )

● 製造物に欠陥があった場合に , 消費者が製造業者に対
して直接損害賠償を請求できることを定めた法律

● 責任主体は製造業者であるが，複数の会社が関係して
いる場合は製造物に氏名 , 商号 , 商標などを表示した
表示製造業者とされている

● 製造物なのでプログラムは対象外であるが，ソフトウェ
アが組み込まれたハードウェアは対象となる
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環境関連法

● 廃棄物処理法 , リサイクル法などがある

● パソコンリサイクル法では業務用 PCだけでなく家庭用 

PC の回収と再資源化が PC メーカに義務づけられてい
る
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問題
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答え
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